
『青』・・今年の初めに，「この 1 年，すべてのことが青空のような清々しい状況に恵まれ
るように」と願い，この一文字を認めました。そして，願いがひとつ叶いました。
感染症の影響下，特別な大会運営でしたが，保護者の皆様をはじめ多くの方々の支えがあり，

本年度の市中総体を無事終えることができました。いや，無事以上に子どもたちが得たものが
大きかったようです。総体後に子どもたちの感想文に目を通しましたが，例外なくその感想は
深く，色濃い内容でした。
それは勝負の結果を超越し，今まで「本気」で練習に取り組んできた人間だけが味わうこと

ができる得難い想いだと思います。
よい文章がたくさんありますので，裏面に続き次号にも掲載させていただきたいと思います。
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◆Y.A〔バスケットボール部〕 ◆C.T〔ソフトボール部〕
市中総体は，課題がたくさん見つかった大 ２日間錦ケ丘中学校で予選２試合，決勝トー

会だった。女バスは「全中出場」を目標に日 ナメント２試合，合計４試合行いました。結果
々練習に励んできたはずだった。なのに，そ は青葉区準優勝でした。
の力が発揮できていないと思った。 今大会で感じたことはたくさんありますが，
学んだことは「日頃の姿勢は必ず自分，チ まずは「感謝」ということです。対戦してくれ

ームに返ってくる」ということ。練習を見て る相手，送り迎えや応援をしてくれる保護者，
いると「手を抜いている姿」「自分から動か 多忙な中お越しいただいた審判の皆さん，指導
ない姿」・・目標からかけ離れた練習態度が してくれた先生方，一緒に頑張って来たチーム
目立つと感じていた。新人戦では余裕勝ちだ メイト，見えないところで大会を支えてくださ
ったから油断している人がいたようにも見え った多くの皆さん，本当にありがとうございま
た。県で優勝したときから私たちは追いかけ した。昨年は大会が行われなかったこともあり，
られる立場になった。追い抜かれないように 大会に出場できることが決して当たり前ではな
と頑張ったはずだ。それなのに市中総体は苦 いことを念頭にプレイすることができました。
戦した。そして，私は今まで何をやってきた そして，チームの意味を考えるきっかけにな
んだろうと思った。パスミス，ドリブルミス， りました。私は普段からミスが多く，今回もチ
本来の一中ではないように思ったが，逆にこ ームの足を引っ張ってばかりでした。そんなと
れが「今の本当の一中」なんだろうとも思っ きいつも支えになってくれるのはチームメイト
た。「努力が足りない」と心の底から感じた。 の存在でした。私が打たなくても誰かが打つ，
他のチームはとても努力していたんだと感じ エラーをしても誰かがカバーしてくれる，そん
た。このことを踏まえて県大会までどう過ご な支え合いがこのチームを支えているんだと思
すかで変わると思った。 いました。全員で喜び合い，褒め合い，そんな
今大会で一中の本当の姿が見えたのは準決 ことの積み重ねが勝ちにつながるのだと思いま

勝。最初苦戦したが，本気で勝ちたいという した。
気持ちが相手より勝った。けがを恐れずルー そして笑顔でプレイすることの大切さを学び
ズボールに飛び込んでいく姿，ファウルをも ました。私は自分のプレイがうまくいかないと
らいながらもシュートを決める姿・・どの姿 暗くなったり，涙を流すことが何回もありまし
も勝ちたいという気持ちでいっぱいだったな た。これではいけないといつも自覚していまし
と感じた。 たが，今大会の初日もそんな感じでした。でも
私個人の目標は，チームが辛いときに一番 ２日目，私は終始笑顔でプレイできました。笑

頑張る選手であるということ。そのためにも ってプレイすると心にゆとりができた気がしま
努力して，市中総体よりも上手くなったと言 した。そして，周りがよく見えたと思います。
わせてみせる。 そして，何より心から試合が楽しいと思えまし
そして，県大会まで１ヶ月あることをプラ た。県大会に向けて今回の思いを胸に，時間を

スに捉え，チームをよい方向に導いていきた 大切に過ごしていきたいです。そしてこのチー
い。 ムで少しでも長くプレイしたいと思います。

◆Y.S〔陸上競技部〕 ◆M.T〔バレーボール部〕
初日は走り幅とび予選に出場しました。正 中学校での部活動はあっという間だった。

直，できがよくてもベスト 12に入り県大会 私はバレー部に入部し，最初のミーティング
にギリギリいけるかな程度に思っていまし で「部活動を楽しみたい」と言った。初めてす
た。走り幅とびは競技人口が多く，今大会に るスポーツだから楽しめれば充分という軽い気
は 92人がエントリーしておりレベルも高い 持ちで入部した。バレー部を選んだのは，先輩
と聞いていたからです。気持ちがうまく定ま 方の雰囲気がよかったからだった。でも，実際
らないまま自分の番が回ってきました。緊張 にプレイしてみると想像以上に楽しかった。そ
しながらも１本跳び，記録は 5ｍ 29 cmでし して，練習を重ねていくうちに少しずつ上達し
た。２本目は少し伸びて5m33cm。それでも ていく感じが実感できてすごく嬉しく，次第に
ベスト 12にはほど遠い記録でした。もう緊 バレーボールが好きになっていった。そして，
張もほぐれ３本目は5m49cmまで伸ばし，全 初めて試合に出場したのは中１夏の青葉区交流
体の９位に入り，決勝に進むことができまし 大会。その時のことは今でも鮮明に覚えている。
た。 その後，春季大会（区）で優勝してチームが勢
２日目，実は初日よりも緊張していました。 いづいた矢先，新型コロナウィルスで試合が中

しかし，走り幅とびの開始時間は午後2時30 止になり，練習すらできなくなった。中総体の
分だったため，長い時間緊張が続き大変でし 場を踏むことなく先輩方は引退した。
た。そして始まった決勝，１本目は余り考え 今年，中総体前の練習は「先輩方の分まで」
ずに跳んだから記録は伸びませんでした。こ と熱が入った。よい結果とはならなかったが，
の時突然自分の中で「いい記録を目指すより し合いはとても楽しかった。長いラリーを制し
入賞してやろう」と考えを変えました。そう たり，チームが点を入れた時はとても嬉しかっ
思ったとき，跳躍を待っているこの時間こそ た。でもやはり振り返ると後悔するプレイが多
が大事な時間と思うことができ，次の跳躍に かった。大会に臨む前「後悔のない試合なんて
向けて準備をしました。そして２回目，決意 ない」と覚悟を決めていたが，悔しかった。大
を固めての跳躍でした。記録は，何と 5m73 会翌日はボーッとする時間が長く，目を閉じれ
cm！自己ベストの記録でした。順位も一気 ば「最後の一本」が目に浮かんだ。それは今も
に６位まで上がりました。すべての跳躍が終 変わらない。
わり６位入賞が確定しました。最高の気分で 最初に私が望んだ「楽しい部活動」であった
した。競技が終わり，テントに戻ると，自分 ことは間違いないが，試合をしていくうちに，
のことのようにみんな喜んで出迎えてくれま 自分の中でいつの間にか「勝ちたい」という気
した。応援は人の背中を押すんだと改めて感 持ちが膨らんでいたから最後の一本をこうして
じることができました。たくさんの大切なこ 悔やんでいるのだろうと思う。
とに気づくことができました。とてもいい中 中総体ができたこと，先輩方や周りの人に支
総体になりました。 えられてここまでやってくることができたこと

にとても感謝している。精一杯やってきてよか
った。




